
数と式−9

解 答

定期テスト予想問題集 数と式② 解 答 解 説

⑴ ア
4
1， 9，

6
7，-1，0.251 ……（答）

イ
6
7 ……（答）  

⑵
33
5

 =0.151515…

=0.1
4

5
4

……（答）

⑶ x=0.1
4

08
4

とおく。
 1000x=108.108108…
-      x=  0.108108…
  999x=108

上の計算より，
999x=108

よって，x
999
8
37
410

= = ……（答）

⑴ a 12 12，= - ……（答）

⑵ ① 4 11 7 7- -= = ……（答）
② 5 8 5 8- -- = -

3=- ……（答）

⑴ 2 3 3 2 4 3+ -_ _i i

1 3 2 1 4 3 3 3 22$ $ $= - ++_ _i i# -

3 4 3$+ -_ i  

36 2 12$= - -+_ i

66=- - ……（答）

⑵
5 2

3

5 2 5 2

3 5 2
=

- +

+

- _ _
_
i i

i

5 2

3 5 2
2 2

=
+

-_ _
_
i i

i

5 2
3 5 2

=
-
+_ i

5 2= + ……（答）

1

2

3

(ax+b)(cx+d)

=acx2+(ad+bc)x+bd

⑴ x x3 5 41+ -

x x3 4 51- - -

x2 91-

9
x

2
1- ……（答）

……①
⑵

  

( )x x

x x

2 3 1 5 1

5 3 2

2

F

- +

- -
*

……②
とする。
①より，

x x6 2 5 12- +

x x6 5 1 22- +

x 32  ……③
②より，

x x3 2 5F- + -

x 5F- -

x 5E  ……④

③，④の共通範囲は，
x3 51 E ……（答）

4
移項して
ax < bの形にする。

③と④を同時に
満たす xの値の
範囲を求める。

3 5 x

③

④

.
6
7

1 16= o

39 =  となる
ので有理数

  

   

 

   

 

   

  

     

  

     

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

   

解 答

定期テスト予想問題集 数と式② 解 答 解 説
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範囲を求める。

  

   

 

   

 

   

  

     

  

     

   

  

  

 

3 5 x

③

④

.
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1 16= o

39 =  となる
ので有理数
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 …

④ 共通範囲は，
… 答

して
  bの形にする。

を同時に
す xの値の
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解 答

解 説

⑴ x 3 2+ =  ⑵ x 6E  ⑶ x 4 32-

⑴ x 3 2+ =  において，X x 3= +  とおくと， X 2=  より，
X 2!=

よって，x+3=2，x+3=-2

すなわち，x=-1，-5 ……（答）

⑵ x 6E  より，
x6 6E E- ……（答）

⑶ 4x 32-  において，X x 4= -  とおくと， X 32  より，
X 31- ， X31

よって，x x4 3 3 4，1 1- - -

すなわち，x x1 7，1 1 ……（答）

数直線上で，原点 Oから点A(a)までの距離 OAを aの絶対値といい， a  で表す。
この絶対値の定義にあてはめて，絶対値を含む方程式，不等式を考えると，cを 0より大きい実数として，
・ x c=  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c である数」 いうことになるので，x c!=  である。
・ x c1  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c より小さい範囲にある数」ということになる。このような数は，
  -c より大きく，c より小さい数なので， c x c1 1-  である。
・ x c2  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c より大きい範囲にある数」ということになる。このような数は，
  -c より小さい数か，c より大きい数なので，x c c x，1 1-  である。
同様に考えると，
⑴ x x X3 2 3"+ = + =  と置き換えると，Xは数直線上で，原点 Oからの距離が 2である数 X 2" !=  すなわち，
x 3 2!+ =

⑵ x x6 "E  は数直線上で，原点 Oからの距離が 6以下の範囲にある数 x6 6" E E-

⑶ x-4=X と置き換えると，Xは数直線上で，原点 Oからの距離が 3より大きい数ということになる この条件を式に表してか
ら，もとの x-4のとりうる値の範囲を求めることになる。考え方の流 は以下の通り。
X X X x x x x3 3 3 4 3 3 4 1 7， ， ，" " "2 1 1 1 1 1 1- - - -  

5 次の方程式，不等式を解け。

c 02  のとき，
x c=  の解は，x c!=

c 02  のとき，
x c1  の解は，
c x c1 1-

c 02  のとき，
x c2  の解は，
x c c x，1 1-

絶対値

絶対値

絶対値

絶対値を含む方程式，不等式の解き方
絶対値記号の中身をカタマリと考えて，絶対値の定義にあてはめて考える。

xO 6-6

x a+  の形の式は x a X=+  とお
いて考える。

XO 3

3 3

-3

XO 2-2

2 2

数
と
式
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解 答

解 説

  

 

 

  

⑴ x 3 2+ =  ⑵ x 6E  ⑶ x 4 32-

⑴ x 3 2+ =  において，X x 3= +  とおくと， X 2=  より，
X 2!=

よって，x+3=2，x+3=-2

すなわち，x=-1，-5 ……（答）

⑵ x 6E  より，
x6 6E E- ……（答）

⑶ 4x 32-  において，X x 4= -  とおくと， X 32  より，
X 31- ， X31

よって，x x4 3 3 4，1 1- - -

すなわち，x x1 7，1 1 ……（答）

数直線上で，原点 Oから点A(a)までの距離 OAを aの絶対値といい， a  で表す。
この絶対値の定義にあてはめて，絶対値を含む方程式，不等式を考えると，cを 0より大きい実数として，
・ x c=  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c である数」ということになるので，x c!=  である。
・ x c1  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c より小さい範囲にある数」ということになる。このような数は，
  -c より大きく，c より小さい数なので， c x c1 1-  である。
・ x c2  は，「xは数直線上で原点 Oからの距離が c より大きい範囲にある数」ということになる。このような数は，
  -c より小さい数か，c より大きい数なので，x c c x，1 1-  である。
同様に考えると，
⑴ x x X3 2 3"+ = + =  と置き換えると，Xは数直線上で，原点 Oからの距離が 2である数 X 2" !=  すなわち，
x 3 2!+ =

⑵ x x6 "E  は数直線上で，原点 Oからの距離が 6以下の範囲にある数 x6 6" E E-

⑶ x-4=X と置き換えると，Xは数直線上で，原点 Oからの距離が 3より大きい数ということになる。この条件を式に表してか
ら，もとの x-4のとりうる値の範囲を求めることになる。考え方の流れは以下の通り。
X X X x x x x3 3 3 4 3 3 4 1 7， ， ，" " "2 1 1 1 1 1 1- - - -  

5 次の方程式，不等式を解け。

c 02  のとき，
x c=  の解は，x c!=

c 02  のとき，
x c1  の解は，
c x c1 1-

c 02  のとき，
x c2  の解は，
x c c x，1 1-

絶対値

絶対値

絶対値

絶対値を含む方程式，不等式の解き方
絶対値記号の中身をカタマリと考えて，絶対値の定義にあてはめて考える。

xO 6-6

x a+  の形の式は x a X=+  とお
いて考える。

XO 3

3 3

-3

XO 2-2

2 2

      



数と式−11

解 答

解 説

5 1 5 1 2 5
5x y

2 2 2
+ =

+
+

-
= =

5 1 5 1 5 1
xy

2 2
1

4
#=

+ -
=
-
=

⑴ ( )x y x y xy22 2 2+ = + -

5 2 12 #= -_ i

5 2= -

3= ……（答）

⑵ ( ) ( )x y x y4 4 2 2 2 2+ = +

( )x y x y22 2 2 2 2= + -

( ) ( )x y xy22 2 2 2= + -

3 2 12 2#= -

7= ……（答）

値を求める式がいずれも xと yの対称式なので，まず，基本対称式 x+y，xyの値を求める。そして，それぞれの対称式を
x+y，xyで表すように変形する。

( ) 2x y x xy y2 2+ = + +  より，
( )x y x y xy22 2 2+ = + -

x X y Y2 2，= =  とおくと，
x y X Y4 4 2 2+ = +  だから，
⑴と同じ変形が使える。

⑴の結果 3x y2 2+ =  を利用する。

x，yの値を直接代入しても求め
られるが，x y4 4+  などは計算が
複雑になる。式を変形して計算
を簡単にするという考え方は，
今後も重要だ。式を変形してか
ら値を代入しよう。

6
5 1

x y
2 2

5 1
，=

+
=

-
 のとき，次の式の値を求めよ。

⑴ x y2 2+ ⑵ x y4 4+

  

  

    

 

x+y，xy，x y2 2+  などの式は，
２つの文字 xと yを交換しても
同じ式になる。このような式を x，
yについての対称式という。対
称式は基本対称式 x+y，xyで
表すことができる。

x y2 2+

↓ ↓
y x2 2+

対称式

同じ式

x，yの対称式の値の求め方
Step1 基本対称式 x+y，xyの値を求める。

Step2 値を求める対称式をx+y，xyで表す。

Step3 Step2で導いた式に，x+y，xyの値を代入する。

求める式がいずれも xと yの対称式なので ま 基 対称式 x+ ，xyの値を求める。そ て そ ぞれの対称式を
，xy 表すように変形する

y x y y2 2 2= + +  より
(x y xy22 2= + -

 とお と，
 だから

同じ変形が使える。

結果  を利 する。

の を直接代入して 求め
るが  などは計算が
になる。式を変形して計算
単にするという考え方は，
も重要だ。式を変形してか
を代入しよう。

 き 次 式の値を求めよ。

  

  

    

 

 

 

 
 

xy，  などの式は，
の文字 と yを交換し も
式になる。このような式を x，
いての対称式とい 。対
は基本対称式 x+y xy
ことができる。

式

式

yの対称式の値の求め方
1 基 対称式 x+y，xyの値を求める。

2 値 求める対称式をx+y，xy 表す。

3 Ste 2で導いた式に，x y，xyの値を代入する

解 答

解 説

5 1 5 1 2 5
5x y

2 2 2
+ =

+
+

-
= =

5 1 5 1 5 1
xy

2 2
1

4
#=

+ -
=
-
=

⑴ ( )x y x y xy22 2 2+ = + -

5 2 12 #= -_ i

5 2= -

3= ……（答）

⑵ ( ) ( )x y x y4 4 2 2 2 2+ = +

( )x y x y22 2 2 2 2= + -

( ) ( )x y xy22 2 2 2= + -

3 2 12 2#= -

7= ……（答）

値を求める式がいずれも xと yの対称式なので，まず，基本対称式 x+y，xyの値を求める。そして，それぞれの対称式を
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( ) 2x y x xy y2 2+ = + +  より，
( )x y x y xy22 2 2+ = + -

x X y Y2 2，= =  とおくと，
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⑴と同じ変形が使える。
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x，yの値を直接代入しても求め
られるが，x y4 4+  などは計算が
複雑になる。式を変形して計算
を簡単にするという考え方は，
今後も重要だ。式を変形してか
ら値を代入しよう。

6
5 1

x y
2 2

5 1
，=

+
=

-
 のとき，次の式の値を求めよ。

⑴ x y2 2+ ⑵ x y4 4+
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２つの文字 xと yを交換しても
同じ式になる。このような式を x，
yについての対称式という。対
称式は基本対称式 x+y，xyで
表すことができる。

x y2 2+

↓ ↓
y x2 2+

対称式

同じ式

x，yの対称式の値の求め方
Step1 基本対称式 x+y，xyの値を求める。

Step2 値を求める対称式をx+y，xyで表す。

Step3 Step2で導いた式に，x+y，xyの値を代入する。

求める式がいずれも xと yの対称式なので ま 基 対称式 x+ ，xyの値を求める。そ て そ ぞれの対称式を
，xy 表すように変形する

y x y y2 2 2= + +  より
(x y xy22 2= + -

 とお と，
 だから

同じ変形が使える。

結果  を利 する。

の を直接代入して 求め
るが  などは計算が
になる。式を変形して計算
単にするという考え方は，
も重要だ。式を変形してか
を代入しよう。

 き 次 式の値を求めよ。

  

  

    

 

 

 

 
 

xy，  などの式は，
の文字 と yを交換し も
式になる。このような式を x，
いての対称式とい 。対
は基本対称式 x+y xy
ことができる。

式

式

yの対称式の値の求め方
1 基 対称式 x+y，xyの値を求める。

2 値 求める対称式をx+y，xy 表す。

3 Ste 2で導いた式に，x y，xyの値を代入する
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解 答

解 説

aを 6で割ったときの商を x（xは整数）とおくと，
a x6= ……①

また，aを 8で割ったときの商は x-2で，余りは 1以上 7以下だから，
( ) ( )x a x8 2 1 8 2 7E E- + - + ……②

①，②より，
( ) ( )x xx8 2 1 8 2 76E E- + - +

この連立不等式は，
( )x x8 2 1 6E- + ……③

*
( )x x6 8 2 7E - + ……④

と同じである。
③より， x x8 15 6E-

15
x

2
E ……③'

④より， x x6 8 9E -

x
2
9

F ……④'

③'，④'の共通範囲は，
9 15
x

2 2
EE

xは整数だから，x = 5，6，7

このとき，①より，a = 30，36，42 ……（答）

Aを Bで割ったときの商がX，余りがYのとき，余りYは割る数 Bより小さいから，
( )A BX Y Y B0 1E= +

Aが Bで割り切れるとき，Y = 0だから，A = BX

余りが出るとき， A=BX+Yを変形した A-BX=Yを 0<Y<Bに代入して，
0<A-BX<B

よって，
BX<A<BX+B

この問題に当てはめると，8(x-2)<a<8(x-2)+8と考えてもよい。

a=6x ……①から求める。

aを未知数として，aについての式を
立ててもよいが，分数が出てこないよ
うに商を xとした。

A B CE E  の形の不等式は，連立

不等式
 

A B

B C

E

E
)  として解けばよい。

7 ある整数 aを 6で割ると割り切れる。この整数 aを 8で割ると，商は aを 6で割った商より 2小さく，
余りが出た。このとき，aの値を求めよ。

 

それぞれの不等式を解いて，そ
れらの解の共通範囲を求める。

連立不等式の解き方

x15
2

9
2

③
④'

'

整数についての文章題
未知の数をxとおき，条件を満たす xについての方程式・不等式をつくる。

数
と
式
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解 答

解 説

aを 6で割ったときの商を x（xは整数）とおくと，
a x6= ……①

また，aを 8で割ったときの商は x-2で，余りは 1以上 7以下だから，
( ) ( )x a x8 2 1 8 2 7E E- + - + ……②

①，②より，
( ) ( )x xx8 2 1 8 2 76E E- + - +

この連立不等式は，
( )x x8 2 1 6E- + ……③

*
( )x x6 8 2 7E - + ……④

と同じである。
③より， x x8 15 6E-

15
x

2
E ……③'

④より， x x6 8 9E -

x
2
9

F ……④'

③'，④'の共通範囲は，
9 15
x

2 2
EE

xは整数だから，x = 5，6，7

このとき，①より，a = 30，36，42 ……（答）

Aを Bで割ったときの商がX，余りがYのとき，余りYは割る数 Bより小さいから，
( )A BX Y Y B0 1E= +

Aが Bで割り切れるとき，Y = 0だから，A = BX

余りが出るとき， A=BX+Yを変形した A-BX=Yを 0<Y<Bに代入して，
0<A-BX<B

よって，
BX<A<BX+B

この問題に当てはめると，8(x-2)<a<8(x-2)+8と考えてもよい。

a=6x ……①から求める。

aを未知数として，aについての式を
立ててもよいが，分数が出てこないよ
うに商を xとした。

A B CE E  の形の不等式は，連立

不等式
 

A B

B C

E

E
)  として解けばよい。

7 ある整数 aを 6で割ると割り切れる。この整数 aを 8で割ると，商は aを 6で割った商より 2小さく，
余りが出た。このとき，aの値を求めよ。

 

それぞれの不等式を解いて，そ
れらの解の共通範囲を求める。

連立不等式の解き方

x15
2

9
2

③
④'

'

整数についての文章題
未知の数をxとおき，条件を満たす xについての方程式・不等式をつくる。

      



数と式−13

解 答

解 説

13 1

13 3-

+
 = 13 3 13 3

13 1 13 3

-

+ +

+_ _
_ _

i i
i i

=
13 3

13 1 3 13 3
2 2

2

-

++ +

_
_ ^

i
i h

=
13 9

13 4 13 3
-

+ +

= 13 4+

ここで，9 13 161 1 より，
9 13 161 1

3 13 41 1

だから，
7 13 4 81 1+

したがって， a=7

a b 13 4+ = + より，
b = a13 4+ -

= 13 4 7+ -

= 13 3-

よって，
a b2 2+  = ( )7 13 32 2+ -

=49 13 6 13 9+ - +

= 71 6 13- ……（答）

例えば， 5  の整数部分と小数部分を求めてみよう。 52 31 1  だから，整数部分は 2である。
また，（小数部分）=（もとの数）-（整数部分）より，小数部分は 5 2-  となるね。
つまり，無理数 x  の整数部分は，n x n 11 1 + を満たす整数 n ，すなわち， x  を超えない最大の整数 nである。 

また，小数部分は， x-（ x  の整数部分） x n= -

となる。整数部分がはっきりとしないときには，
平方根を含む数の大小の性質「2つの正の数 a，b について，a b1  ならば， a b1 」
を利用する。
（例） 625 29 31 1 だから，

625 29 31 1

つまり，5 29 61 1

よって， 29  の整数部分は 5である。     

分母に無理数を含む式は，公式
a b a b a b2 2+ - = -] ]g g

を利用して，まず分母を有理化する。

(小数部分)=(もとの数)-(整数部分)

133 41 1 の各辺に 4を加えると，
7 13 4 81 1+

8 13 1

13 3-

+
 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，a b2 2+  の値を求めよ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つの正の数 a，bについて
a b1  ならば， a b1

平方根を含む数の大小

無理数の整数部分，小数部分の求め方
無理数 x  の整数部分，小数部分を求めるには，n x n 11 1 + となる整数 n を見つける。このときの nが x  の整
数部分， x n-  が小数部分である。

  

  

      

  

   

      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

解 答

解 説

13 1

13 3-

+
 = 13 3 13 3

13 1 13 3

-

+ +

+_ _
_ _

i i
i i

=
13 3

13 1 3 13 3
2 2

2

-

++ +

_
_ ^

i
i h

=
13 9

13 4 13 3
-

+ +

= 13 4+

ここで，9 13 161 1 より，
9 13 161 1

3 13 41 1

だから，
7 13 4 81 1+

したがって， a=7

a b 13 4+ = + より，
b = a13 4+ -

= 13 4 7+ -

= 13 3-

よって，
a b2 2+  = ( )7 13 32 2+ -

=49 13 6 13 9+ - +

= 71 6 13- ……（答）

例えば， 5  の整数部分と小数部分を求めてみよう。 52 31 1  だから，整数部分は 2である。
また，（小数部分）=（もとの数）-（整数部分）より，小数部分は 5 2-  となるね。
つまり，無理数 x  の整数部分は，n x n 11 1 + を満たす整数 n ，すなわち， x  を超えない最大の整数 nである。 

また，小数部分は， x-（ x  の整数部分） x n= -

となる。整数部分がはっきりとしないときには，
平方根を含む数の大小の性質「2つの正の数 a，b について，a b1  ならば， a b1 」
を利用する。
（例） 625 29 31 1 だから，

625 29 31 1

つまり，5 29 61 1

よって， 29  の整数部分は 5である。     

分母に無理数を含む式は，公式
a b a b a b2 2+ - = -] ]g g

を利用して，まず分母を有理化する。

(小数部分)=(もとの数)-(整数部分)

133 41 1 の各辺に 4を加えると，
7 13 4 81 1+

8 13 1

13 3-

+
 の整数部分を a，小数部分を bとするとき，a b2 2+  の値を求めよ。

2つの正の数 a，bについて
a b1  ならば， a b1

平方根を含む数の大小

無理数の整数部分，小数部分の求め方
無理数 x  の整数部分，小数部分を求めるには，n x n 11 1 + となる整数 n を見つける。このときの nが x  の整
数部分， x n-  が小数部分である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      



 

 

 

  

  

      

  

   

      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

  

  

      

  

   

      

 
 

解 答

解 説

（i） x 1F  のとき，
x x1 0 2 0， 2F- + だから，
 1x x 1- = -

 2x x 2+ = +

よって，与えられた方程式は，
 ( )x x1 2- = + +

 x 3=-

x 3=- は，x 1F の条件を満たしていないから不適。
（ii） x2 11E-  のとき，

x x1 0 2 0，1 F- + だから，
 ( 1 )x x1- =- -

 2x x 2+ = +

よって，与えられた方程式は，
 ( ) ( )x x x1 2- - = + +

 x x1 2 2- + = +

 
1

x
3

=-

1
x

3
=- は， x2 11E-  の条件を満たす。

（iii） x 21-  のとき，
x x1 0 2 0， 11- + だから，
 ( )x x1 1- =- -

 ( )x x2 2+ =- +

よって，与えられた方程式は，
 ( ) ( )x x x1 2- - =- + +

 x x x1 2- + =- - +

 x 3=

x 3= は，x 21- の条件を満たしていないから不適。
（i），（ii），（iii）より，

1
x

3
=- ……（答）

絶対値記号をはずすには，絶対値記号の中の式が 0以上か負かで場合分けをすればよい。
場合分けの境目は，絶対値記号の中が 0になるときだから，この問題では，
x-1，x+2の値が 0になる 1，- 2を境に場合分けすればよい。右の図より，
x x x1 2 1 2， ，1 1F E- -  の 3つに場合分けすればよいことがわかる。

場合分けをした後は，絶対値記号の
中が 0以上の値をとるか負の値をと
るか調べて絶対値記号をはずすが，
下のような図をかくとわかりやす
い。

(i)，(ii)，(iii)で求めた xの値をまと
めたものが解。

9 次の方程式を解け。
x x x21- = + +

 

     

  

絶対値を含む方程式・不等式の解き方
「絶対値記号の中の式の符号によって場合分けし，絶対値記号をはずす」。場合分けをする範囲をきちんと押さえるた
めには，数直線を用いるとよい。

x10-2

x=-3を解としてはいけない。
場合分けをした条件を満たすか
どうか，確認を忘れずに。(ii)，(iii)
場合についても同様だ。 

-2 1 x

(x-1)

ともに負
(iii)

異符号
(ii)

ともに正
(i)

(x+2) -
-

+
-

+
+ 数

と
式

数と式−14

 

 

 

  

  

      

  

   

      

 
 

 

     

  

解 答

解 説

（i） x 1F  のとき，
x x1 0 2 0， 2F- + だから，
 1x x 1- = -

 2x x 2+ = +

よって，与えられた方程式は，
 ( )x x x1 2- = + +

 x 3=-

x 3=- は，x 1F の条件を満たしていないから不適。
（ii） x2 11E-  のとき，

x x1 0 2 0，1 F- + だから，
 ( 1 )x x1- =- -

 2x x 2+ = +

よって，与えられた方程式は，
 ( ) ( )x x x1 2- - = + +

 x x1 2 2- + = +

 
1

x
3

=-

1
x

3
=- は， x2 11E-  の条件を満たす。

（iii） x 21-  のとき，
x x1 0 2 0， 11- + だから，
 ( )x x1 1- =- -

 ( )x x2 2+ =- +

よって，与えられた方程式は，
 ( ) ( )x x x1 2- - =- + +

 x x x1 2- + =- - +

 x 3=

x 3= は，x 21- の条件を満たしていないから不適。
（i），（ii），（iii）より，

1
x

3
=- ……（答）

絶対値記号をはずすには，絶対値記号の中の式が 0以上か負かで場合分けをすればよい。
場合分けの境目は，絶対値記号の中が 0になるときだから，この問題では，
x-1，x+2の値が 0になる 1，- 2を境に場合分けすればよい。右の図より，
x x x1 2 1 2， ，1 1F E- -  の 3つに場合分けすればよいことがわかる。

場合分けをした後は，絶対値記号の
中が 0以上の値をとるか負の値をと
るか調べて絶対値記号をはずすが，
下のような図をかくとわかりやす
い。

(i)，(ii)，(iii)で求めた xの値をまと
めたものが解。

9 次の方程式を解け。
x x x21- = + +

絶対値を含む方程式・不等式の解き方
「絶対値記号の中の式の符号によって場合分けし，絶対値記号をはずす」。場合分けをする範囲をきちんと押さえるた
めには，数直線を用いるとよい。

x10-2

x=-3を解としてはいけない。
場合分けをした条件を満たすか
どうか，確認を忘れずに。(ii)，(iii)
の場合についても同様だ。 

-2 1 x

(x-1)

ともに負
(iii)

異符号
(ii)

ともに正
(i)

(x+2) -
-

+
-

+
+

      



場合の数と確率−15

解 答

定期テスト予想問題集 場合の数と確率③ 解 答 解 説

起こりうるすべての場合の数は，
C15 3 通り

であり，どの場合も同
様に確からしい。
このうち，当たりくじ 5本の中から 3本を引く
場合の数は，

C5 3 通り
である。よって，求める確率は，

C
C

3 2 1
5 4 3

15 14 13
3 2 1

15 3

5 3

$ $
$ $

#
$ $
$ $

=

2
91

= ……（答）

全事象を Uとすると， ( )n U 100=  であり，ど
のカードを取り出すことも同様に確からしい。

取り出したカードの番号が「5の倍数である」と
いう事象を A，「7の倍数である」という事象を
Bとすると，「5の倍数または 7の倍数である」
という事象は A B,  である。
ここで，

5 1 5 2 5 20A ， ， ，$ $ $gg=" ,

より， ( )n A 20=

B 1 27 7 7 14， ， ，$ $ $gg=" ,

より， ( )n B 14=

A B 1 235 35，+ $ $=" ,

より， ( )n A B 2+ =

よって，

( )
20

P A
100

=

( )P B
100
14

=

( )P A B
100
2

+ =

したがって，求める確率は，
( ) ( ) ( ) ( )P A B P A P B P A B+, = + -

20 14 2
100 100 100

= + -

32 8
100 25

= = ……（答）

1

2

起こりうるすべての場合の数は，
6 6 36# = （通り）

これらのどの場合が起こることも同様に確から
しい。
「少なくとも 1つの目が奇数である」という事象
をAとすると，その余事象 A  は，「どちらの目
も偶数である」という事象である。事象 A  の起
こる場合の数は，2個のさい
ころのどちらの目も 2，4，6

のいずれかである場合の数に
等しいから，

3 3 9# =（通り）
よって， A  の起こる確率 P A_ i は，

9 1
P A

36 4
= =_ i  

したがって，少なくとも 1つの目が奇数である
確率 P A^ h は，

1
1P A P A 1

4 4
3

= - = - =^ _h i  ……（答）

1個のさいころを 2回続けて投げるとき，1回目
に投げる試行と 2回目に投げる試行は独立であ
る。

4以上の目が出る確率は， 3
6

4以下の目が出る確率は，
6
4

よって，1回目に 4以上の目が出て，2回目に 4

以下の目が出る確率は，
3 4 1
6 6 3
# = ……（答）

3

4

「同様に確からしい」
ことを必ず確認する。

A B+ は，5と 7
の最小公倍数 35

の倍数であると
いう事象。

2個のさいころの目
の出方は，
( i )どちらも奇数
( ii )  1つが奇数，

   もう 1つが偶数
(iii)どちらも偶数
の3つの場合がある。

和事象の確率

独立試行の確率

余事象の確率

  

  

  

解 答

定期テスト予想問題集 場合の数と確率③ 解 答 解 説

起こりうるすべての場合の数は，
C15 3 通り

であり，どの場合も同
様に確からしい。
このうち，当たりくじ 5本の中から 3本を引く
場合の数は，

C5 3 通り
である。よって，求める確率は，

C
C

3 2 1
5 4 3

15 14 13
3 2 1

15 3

5 3

$ $
$ $

#
$ $
$ $

=

2
91

= ……（答）

全事象を Uとすると， ( )n U 100=  であり，ど
のカードを取り出すことも同様に確からしい。

取り出したカードの番号が「5の倍数である」と
いう事象を A，「7の倍数である」という事象を
Bとすると，「5の倍数または 7の倍数である」
という事象は A B,  である。
ここで，

5 1 5 2 5 20A ， ， ，$ $ $gg=" ,

より， ( )n A 20=

B 1 27 7 7 14， ， ，$ $ $gg=" ,

より， ( )n B 14=

A B 1 235 35，+ $ $=" ,

より， ( )n A B 2+ =

よって，

( )
20

P A
100

=

( )P B
100
14

=

( )P A B
100
2

+ =

したがって，求める確率は，
( ) ( ) ( ) ( )P A B P A P B P A B+, = + -

20 14 2
100 100 100

= + -

32 8
100 25

= = ……（答）

1

2

起こりうるすべての場合の数は，
6 6 36# = （通り）

これらのどの場合が起こることも同様に確から
しい。
「少なくとも 1つの目が奇数である」という事象
をAとすると，その余事象 A  は，「どちらの目
も偶数である」という事象である。事象 A  の起
こる場合の数は，2個のさい
ころのどちらの目も 2，4，6

のいずれかである場合の数に
等しいから，

3 3 9# =（通り）
よって， A  の起こる確率 P A_ i は，

9 1
P A

36 4
= =_ i  

したがって，少なくとも 1つの目が奇数である
確率 P A^ h は，

1
1P A P A 1

4 4
3

= - = - =^ _h i  ……（答）

1個のさいころを 2回続けて投げるとき，1回目
に投げる試行と 2回目に投げる試行は独立であ
る。

4以上の目が出る確率は， 3
6

4以下の目が出る確率は，
6
4

よって，1回目に 4以上の目が出て，2回目に 4

以下の目が出る確率は，
3 4 1
6 6 3
# = ……（答）

3

4

  

「同様に確からしい」
ことを必ず確認する。

A B+ は，5と 7
の最小公倍数 35

の倍数であると
いう事象。

2個のさいころの目
の出方は，
( i )どちらも奇数
( ii )  1つが奇数，

   もう 1つが偶数
(iii)どちらも偶数
の3つの場合がある。

和事象の確率

独立試行の確率

余事象の確率

りうるすべて の数は
（通り）

のど 場 が起こる とも同様に確から

くと つの目 奇 である」と う 象
ると そ 事象  の目

数である」と う 象である 事  A  起
合の数は 2 のさい
どち の目 2

ず かである場合の数に
か

り）
て   起こる確率  は

 

少 くと つの目 奇 である
  

 … （

のさい ろ 回 けて げる き 1 目
げる試行と 2回目に投げる試行は独立であ

上の目 出る確率は

下の 出る確率は

て 1 目に 4 上の目 出 2 目に 4

の 出る確率は

  

  

  

さい
は

  ち も奇数
    つ 数，

   つが 数
ち も偶数
の 合がある

行の確率

確率

      



 

 

 

  

  

  

    

 

  

 

  

    

   

玉を 1個取り出したとき，

白玉である確率は，
5
1

白玉でない確率は，
5
4

よって，4回続けて取り出すとき，白玉がちょう
ど 3回出る確率は，

C
5
1

5
4
4
5

1
5
4

4 3

3

3# #=d n

16
625

= ……（答）

「1回目に取り出した玉が赤玉である」という事
象を A，「2回目に取り出した玉が赤玉である」
という事象を Bとすると，「2個とも赤玉である」
という事象は A B+  である。
1回目は，7個の中に赤玉が 4個あるので，

( )
4

P A
7

=

1回目が赤玉のとき，2回
目は，残り 6個の中に赤玉
が 3個あるので，

( )P B
2
1

6
3

A = =

よって，2個とも赤玉である確率は，確率の乗法
定理より，

( ) ( ) ( )P A B P A P BA+ =

7
4
2
1
7
2

$= = ……（答）

5

6

9枚のカードから，2枚のカー
ドを引くとき，引いたカードの
数字が「どちらも素数である」という事象を
A，「1枚が 2である」という事象をBとすると，
求める確率は )(P BA  である。
事象 Aの起こる 合の数は，2，3，5，7の 4

枚のカードから 2枚のカードを選ぶ組合せの
数に等しく，

( ) Cn A
2 1
4 3

64 2
$
$

= = =（通り）

事象 A B+  の起こる場合は，1枚 2のカード，
もう 1枚は 3，5，7の 3枚の素数のカードから 1

枚を引く場合である。その場合の数は，3枚の素
数のカードから，1枚のカードを選ぶ組合せの数
に等しいから，

( ) Cn A B 33 1+ = =

よって， ( )
( )
( )

P B
n A
n A B

6
3
2
1

A
+

= = =

……（答）

7

2個とも赤玉であると
き，2回目が赤玉である
確率は，“1回目が赤玉
だったとき”という条
件が付くので， ( )P BA

である。

素数：1と自分自身
以外に約数をもた
ない 2以上の整数。

事象 Aが起こっ
たときに事象 B
が起こる確率。

反復試行の確率

確率の乗法定理

条件付き確率

場
合
の
数
と
確
率

場合の数と確率−16

 

 

 

  

  

  

    

 

  

 

  

  

    

   

  

  

    

 

  

 

玉を 1個取り出したとき，

白玉である確率は，
5
1

白玉でない確率は，
5
4

よって，4回続けて取り出すとき，白玉がちょう
ど 3回出る確率は，

C
5
1

5
4
4
5

1
5
4

4 3

3

3# #=d n

16
625

= ……（答）

「1回目に取り出した玉が赤玉である」という事
象を A，「2回目に取り出した玉が赤玉である」
という事象を Bとすると，「2個とも赤玉である」
という事象は A B+  である。
1回目は，7個の中に赤玉が 4個あるので，

( )
4

P A
7

=

1回目が赤玉のとき，2回
目は，残り 6個の中に赤玉
が 3個あるので，

( )P B
2
1

6
3

A = =

よって，2個とも赤玉である確率は，確率の乗法
定理より，

( ) ( ) ( )P A B P A P BA+ =

7
4
2
1
7
2

$= = ……（答）

5

6

9枚のカードから，2枚のカー
ドを引くとき，引いたカードの
数字が「どちらも素数である」という事象を
A，「1枚が 2である」という事象をBとすると，
求める確率は )(P BA  である。
事象 Aの起こる場合の数は，2，3，5，7の 4

枚のカードから 2枚のカードを選ぶ組合せの
数に等しく，

( ) Cn A
2 1
4 3

64 2
$
$

= = =（通り）

事象 A B+  の起こる場合は，1枚は 2のカード，
もう 1枚は 3，5，7の 3枚の素数のカードから 1

枚を引く場合である。その場合の数は，3枚の素
数のカードから，1枚のカードを選ぶ組合せの数
に等しいから，

( ) Cn A B 33 1+ = =

よって， ( )
( )
( )

P B
n A
n A B

6
3
2
1

A
+

= = =

……（答）

7

2個とも赤玉であると
き，2回目が赤玉である
確率は，“1回目が赤玉
だったとき”という条
件が付くので， ( )P BA

である。

素数：1と自分自身
以外に約数をもた
ない 2以上の整数。

事象 Aが起こっ
たときに事象 B
が起こる確率。

  

    

   

反復試行の確率

確率の乗法定理

条件付き確率

      



場合の数と確率−17

解 答

解 説

⑴ 赤玉と白玉がそれぞれ2個ずつとなる確率
⑵ 少なくとも1個は赤玉である確率

⑴ 赤玉 7個，白玉 5個を合わせた 12個の中から 4個の玉を取り出す方
法は，全部で，

C12 4 通り
あり，どの場合も同様に確からしい。
赤玉と白玉がそれぞれ 2個ずつとなるのは，7個の赤玉から 2個，5

個の白玉から 2個取り出す場合であるから，全部で，
C C7 2 5 2#  （通り）

ある。
よって，求める確率は，

C
C C

495
21 10

33
14

12 4

7 2 5 2# #
= = ……（答）

⑵ 「少なくとも 1個は赤玉である」という事象を Aとすると，事象 A
の余事象 A  は，「4個とも白玉である」という事象である。
余事象 A  「4個とも白玉である」の起こる場合の数は，5個の白玉か
ら 4個取り出す場合の数であるから，

C5 4 通り
よって，「4個とも白玉である」確率 ( )P A  は，

( )
C
C

P A
495
5

99
1

12 4

5 4
= = =

したがって，「少なくとも 1個は赤玉である」確率 ( )P A は，
( ) ( )P A P A1= -

 
1

1
99

= -

 
98
99

= ……（答）

組合せの考え方を使って確率を求める問題だ。⑴は，赤玉 2個と白玉 2個が同時に出る場合だから，積の法則を使えばよい。⑵は，
「少なくとも～である」とあるから，余事象の「全く～でない」を考えれば， ( ) ( )P A P A1= -  を使って求められるね。もちろん，
余事象を考えなくてもできるが，少なくとも 1個が赤玉になるのは，赤玉が 1個の場合，2個の場合，3個の場合，4個の場合
の 4通りもあるから計算が面倒だ 余事象は複雑な場合の数を求める場合に活躍するので，活用できるようにしておこう。

8 赤玉 7個，白玉 5個が入っている袋から，玉を同時に 4個取り出すとき，次の確率を求めよ。

事象Aとその余事象 A  に対して
( ) ( )P A P A1= -

また，
( ) 1 ( )P A P A= -

余事象の確率

余事象を活用した確率の求め方
全事象を互いに排反な事象に分けたとき，余事象の方が求めやすければ，次の余事象の確率を利用する。
事象 Aと，その余事象 A  に対して，

( ) ( )P A P A1= - また， ( ) ( )P A P A1= -

特に，「少なくとも～である」とあるときは，余事象の利用を考えるとよい。

「少なくとも～」が出てきたら，
まず，全事象を互いに排反な事
象に分けて，余事象を使うことが
有効でないか考えてみよう。こ
の問題のように，余事象を考えれ
ば速く簡単に解けることが多い。

少なくとも
1個が赤玉

全く赤玉が入らない

余事象

赤
玉
4
個 

白
玉
0
個

赤
玉
3
個 

白
玉
1
個

赤
玉
2
個 

白
玉
2
個

赤
玉
1
個 

白
玉
3
個

赤
玉
0
個 

白
玉
4
個

=

全事象

 

 

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

     

赤 と白玉がそれぞれ 個ずつとなる確率
少 くとも1個は赤玉である確率

せの考え方を使って確率を求める問題だ。⑴は 赤玉 2個と白玉 2個が同時に出る場合だから 積の法則を使えばよい。⑵ ，
くとも～であ とあるから 余事象の「全 ～で 」を考えれば，  を使って められるね。も ろん
象を考えなくてもできるが 少な とも 1個 赤玉になるのは 赤 が 1個の場合，2個の場合，3個の場合，4個の場合
通りもあるから計算が面倒だ。余事象は複雑な場合の数を求める場合に活躍するので 活 できるようにして こう

赤 7個 白 5個が入っている袋から 玉 同時に 4個取り出すとき 次 確率を求めよ。

事象を活用した確率の求め方
象を互 に排反な事象に分けたとき 余 象の方が求めやすければ，次 余事象の確率を利用する
Aと，そ 余事象  に対して

少 くとも～である とあるときは 余 象の利用を考えるとよ

なくとも 」が出てきたら，
全事象を互いに排反な事
分けて 余事象を使うことが
でないか考えてみよう。こ
題のように，余事象を考えれ
簡単に解けることが多い

とも
赤玉

赤玉が入ら い

象

赤
玉

 

玉

赤
玉

 

玉

赤
玉

 

玉

赤

  

象

 

 

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

 

  

     

解 答

解 説

⑴ 赤玉と白玉がそれぞれ2個ずつとなる確率
⑵ 少なくとも1個は赤玉である確率

⑴ 赤玉 7個，白玉 5個を合わせた 12個の中から 4個の玉を取り出す方
法は，全部で，

C12 4 通り
あり，どの場合も同様に確からしい。
赤玉と白玉がそれぞれ 2個ずつとなるのは，7個の赤玉から 2個，5

個の白玉から 2個取り出す場合であるから，全部で，
C C7 2 5 2#  （通り）

ある。
よって，求める確率は，

C
C C

495
21 10

33
14

12 4

7 2 5 2# #
= = ……（答）

⑵ 「少なくとも 1個は赤玉である」という事象を Aとすると，事象 A
の余事象 A  は，「4個とも白玉である」という事象である。
余事象 A  「4個とも白玉である」の起こる場合の数は，5個の白玉か
ら 4個取り出す場合の数であるから，

C5 4 通り
よって，「4個とも白玉である」確率 ( )P A  は，

( )
C
C

P A
495
5

99
1

12 4

5 4
= = =

したがって，「少なくとも 1個は赤玉である」確率 ( )P A は，
( ) ( )P A P A1= -

 
1

1
99

= -

 
98
99

= ……（答）

組合せの考え方を使って確率を求める問題だ。⑴は，赤玉 2個と白玉 2個が同時に出る場合だから，積の法則を使えばよい。⑵は，
「少なくとも～である」とあるから，余事象の「全く～でない」を考えれば， ( ) ( )P A P A1= -  を使って求められるね。もちろん，
余事象を考えなくてもできるが，少なくとも 1個が赤玉になるのは，赤玉が 1個の場合，2個の場合，3個の場合，4個の場合
の 4通りもあるから計算が面倒だ 余事象は複雑な場合の数を求める場合に活躍するので，活用できるようにしておこう。

8 赤玉 7個，白玉 5個が入っている袋から，玉を同時に 4個取り出すとき，次の確率を求めよ。

事象Aとその余事象 A  に対して
( ) ( )P A P A1= -

また，
( ) 1 ( )P A P A= -

余事象の確率

余事象を活用した確率の求め方
全事象を互いに排反な事象に分けたとき，余事象の方が求めやすければ，次の余事象の確率を利用する。
事象 Aと，その余事象 A  に対して，

( ) ( )P A P A1= - また， ( ) ( )P A P A1= -

特に，「少なくとも～である」とあるときは，余事象の利用を考えるとよい。

「少なくとも～」が出てきたら，
まず，全事象を互いに排反な事
象に分けて，余事象を使うことが
有効でないか考えてみよう。こ
の問題のように，余事象を考えれ
ば速く簡単に解けることが多い。

少なくとも
1 個が赤玉

全く赤玉が入らない

余事象

赤
玉
4
個 

白
玉
0
個

赤
玉
3
個 

白
玉
1
個

赤
玉
2
個 

白
玉
2
個

赤
玉
1
個 

白
玉
3
個

赤
玉
0
個 

白
玉
4
個

=

全事象

 

 

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

     

赤 と白玉がそれぞれ 個ずつとなる確率
少 くとも1個は赤玉である確率

せの考え方を使って確率を求める問題だ。⑴は 赤玉 2個と白玉 2個が同時に出る場合だから 積の法則を使えばよい。⑵ ，
くとも～であ とあるから 余事象の「全 ～で 」を考えれば，  を使って められるね。も ろん
象を考えなくてもできるが 少な とも 1個 赤玉になるのは 赤 が 1個の場合，2個の場合，3個の場合，4個の場合
通りもあるから計算が面倒だ。余事象は複雑な場合の数を求める場合に活躍するので 活 できるようにして こう

赤 7個 白 5個が入っている袋から 玉 同時に 4個取り出すとき 次 確率を求めよ。

事象を活用した確率の求め方
象を互 に排反な事象に分けたとき 余 象の方が求めやすければ，次 余事象の確率を利用する
Aと，そ 余事象  に対して

少 くとも～である とあるときは 余 象の利用を考えるとよ

なくとも 」が出てきたら，
全事象を互いに排反な事
分けて 余事象を使うことが
でないか考えてみよう。こ
題のように，余事象を考えれ
簡単に解けることが多い

とも
赤玉

赤玉が入ら い

象

赤
玉

 

玉

赤
玉

 

玉

赤
玉

 

玉

赤

  

象
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解 答

解 説

a，b，cが試験を受けるという試行をそれぞれ T1，T2，T3とすると，
T1，T2，T3 は独立である。
試行 T1 で aが合格するという事象をA
試行 T2 で bが合格するという事象をB
試行 T3 で cが合格するという事象をC
とする。  a，b，cのそれぞれが不合格であるという確率は，事象 A，B，
Cの余事象 A，B，C  の起こる確率だから，

( ) 1P A
1
3 3
2

= - =

( )P B 1
5
2
5
3

= - =

( )P C 1
1
2 2
1

= - =

a，b，cのうち 2人だけが合格するのは，次の3つの場合がある。
（ i ） a，bだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )
2

P A P B P C
1

2
1

3 5
2

30
# #= =

（ii） a，cだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )P A P B P C
3
1

5 2
1
30

3 3
# #= =

（iii） b，cだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )P A P B P C
3 5

2
2
1
30

2 4
# #= =

（ i ）～（iii）の事象は互いに排反だから，求める確率は，

30 3030
2 3 4

10
3

+ + = ……（答）

上の（i）～（ iii ）のように場合分けするということは，「a，b，cのうち 2人だけが合格する」という事象を「a，bだけが合格する」「a，
cだけが合格する」「b，cだけが合格する」という 3つの排反事象に分けたということと同じことだ。よって，（i）～（ iii ）の各々
の場合で求めた確率を足し合わせればよい。
また，a，b，cがそれぞれ試験を受けるという試行 T1，T2，T3 は，どれか 1つの結果が他の結果に何の影響も与えない試行，
つまり独立な試行であることにも注目しよう。

9 a，b，cの 3人が試験を受ける。a，b，cの合格率がそれぞれ 
1
3
，
5
2， 1

2  であるとき，a，b，cのうち 2

人だけが合格する確率を求めよ。

事象A，B，Cが互いに排反であ
るとき，

( )P A B C, ,

= ( ) ( ) ( )P A P B P C+ +

排反事象の確率

全事象Uの中の事象Aについて，
Aが起こらないという事象をAの
余事象といい，A  で表す。この
余事象 A  の確率は，

( ) ( )P A P A1= -

余事象の確率

場合分けが必要な確率の求め方

独立な試行の確率の求め方

条件に沿って場合分けを行い，各場合の確率を求めたら，各々の事象は排反であることから，求めた確率をすべて足し
合わせる。

各試行T1，T2，T3が独立であるとき，T1で事象 Aが起こり，T2で事象 Bが起こり，T3で事象 Cが起こる確率は，
P (A)P (B)P (C)

試行が 4つ以上ある場合も同様に掛け合わせればよい。

それぞれの確率は約分しないで
おくと分母がそろうので，最後に
足し合わせるときに計算が楽にな
る。

場
合
の
数
と
確
率

場合の数と確率−18

 

 

  

  

 

  

 

 

  

  

  

     

 

 

   

   

   

   

  

  

  

  

  

  

  

     

  

  

     

解 答

解 説

a，b，cが試験を受けるという試行をそれぞれ T1，T2，T3とすると，
T1，T2，T3 は独立である。
試行 T1 で aが合格するという事象をA
試行 T2 で bが合格するという事象をB
試行 T3 で cが合格するという事象をC
とする。  a，b，cのそれぞれが不合格であるという確率は，事象 A，B，
Cの余事象 A，B，C  の起こる確率だから，

( ) 1P A
1
3 3
2

= - =

( )P B 1
5
2
5
3

= - =

( )P C 1
1
2 2
1

= - =

a，b，cのうち 2人だけが合格するのは，次の3つの場合がある。
（ i ） a，bだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )
2

P A P B P C
1

2
1

3 5
2

30
# #= =

（ii） a，cだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )P A P B P C
3
1

5 2
1
30

3 3
# #= =

（iii） b，cだけが合格する場合で，その確率は，

( ) ( ) ( )P A P B P C
3 5

2
2
1
30

2 4
# #= =

（ i ）～（iii）の事象は互いに排反だから，求める確率は，

30 3030
2 3 4

10
3

+ + = ……（答）

上の（i）～（ iii ）のように場合分けするということは，「a，b，cのうち 2人だけが合格する」という事象を「a，bだけが合格する」「a，
cだけが合格する」「b，cだけが合格する」という 3つの排反事象に分けたということと同じことだ。よって，（i）～（ iii ）の各々
の場合で求めた確率を足し合わせればよい。
また，a，b，cがそれぞれ試験を受けるという試行 T1，T2，T3 は，どれか 1つの結果が他の結果に何の影響も与えない試行，
つまり独立な試行であることにも注目しよう。

9 a，b，cの 3人が試験を受ける。a，b，cの合格率がそれぞれ 
1
3
，
5
2， 1

2  であるとき，a，b，cのうち 2

人だけが合格する確率を求めよ。

事象A，B，Cが互いに排反であ
るとき，

( )P A B C, ,

= ( ) ( ) ( )P A P B P C+ +

排反事象の確率

全事象Uの中の事象Aについて，
Aが起こらないという事象をAの
余事象といい，A  で表す。この
余事象 A  の確率は，

( ) ( )P A P A1= -

余事象の確率

場合分けが必要な確率の求め方

独立な試行の確率の求め方

条件に沿って場合分けを行い，各場合の確率を求めたら，各々の事象は排反であることから，求めた確率をすべて足し
合わせる。

各試行T1，T2，T3が独立であるとき，T1で事象 Aが起こり，T2で事象 Bが起こり，T3で事象 Cが起こる確率は，
P (A)P (B)P (C)

試行が 4つ以上ある場合も同様に掛け合わせればよい。

それぞれの確率は約分しないで
おくと分母がそろうので，最後に
足し合わせるときに計算が楽にな
る。

      



場合の数と確率−19

解 答

解 説

1回の試合でAが Bに勝つ確率は 
1
3  であるから，Aが負ける確率は，

1
1
3 3
2

- =

6試合目でAが優勝するのは，
5試合目まででAが 3勝 2敗となり，
6試合目にAが勝つ

場合である。
5試合が終わったところでAが 3勝 2敗となる確率は，

C
3
1

3
2

10
27
1

9
4

5 3

3 2

# #=d dn n

  
40
243

=

また，6試合目にAが Bに勝つ確率は， 1
3

よって，求める確率は，
40 401
243 3 729
# = ……（答）

 にもあるように，「6試合のうち，Aが 4勝 2敗である」と「先に 4勝した方が優勝するとき，6試合目で A

が優勝する」との違いが理解できているかがポイントだ。Aが勝つことを○，負けることを×で表して，違いを考えてみ
よう。

前者は 6試合のうちAが 4回勝てばよいので， C
3
1

3
2

6 4

4 2

d dn n  として求められるが，このようにすると，○○○○××，

○○○×○×などの，5試合目まででAの優勝が決まる場合の確率も含まれてしまう。したがって，5試合目までと 6試合
目を分けて考え，5試合目までのうちAが 3回勝ち，6試合目にAが勝つとすればよい。

10 Aチームと Bチームが野球の試合を行い，先に 4勝した方が優勝となる。1回の試合でAが Bに勝つ確
率は 

1
3  で，引き分けはないものとするとき，6試合目でAが優勝する確率を求めよ。

回の試行で事象Aの起こる確率
を pとする。この試行を n回繰り
返すとき，事象Aがちょうど r回
起こる確率は，

C p qn r
r n r

（ただし，q=1-p）

反復試行の確率

先に r 回勝つ確率の求め方
A，Bの 2チームが行う試合で，先に r回勝った方が優勝するとき n試合目でAが優勝する確率を求めるには，（n-1）
試合目までにAが（r-1）回勝つ確率を「反復試行の確率」によって求め，n試合目にAが勝つ確率と掛け合わせる。

優勝が決まった時点で通算して
考えると，Aが 4勝 2敗となる
ので，

C
3
1

3
2

6 4

4 2

d dn n

としては間違い。このように計
算すると，Aが 4試合目 5試合
目で優勝を決めるケースが含ま
れてしまう。

   

 

  

  

 

 

        

    

 あるように 6試合のうち A 4勝 2敗である」と 先に 4勝した方が優勝するとき 6試合目で A

勝する との違いが理解できているかがポイ トだ A 勝つこと 負 ること ×で表して 違 を考えてみ

は 6試合のうちAが 4回勝てばよいので  と て められるが こ うにすると ○○××

○×○ などの 5試合目まででAの優勝が決まる場合の確率も含まれてしまう。し がって 試合目までと 6試合
分けて考え 5 合目までのうちAが 3回勝ち，6試合目にAが勝つとすればよい。

A ーム Bチーム 野球の試合を行い，先 4勝した方が優勝となる。1回の試合でA Bに勝つ確
  で，引 分けはないも とするとき 6 合目でA 優勝する確率を求めよ。

の試行で事象Aの起こる確率
する。この試行を n回繰り
とき，事象Aが ょうど r回
る確率は，

=1-p）

試行の確率

に r回勝つ確率の求め方
の 2チームが行う試合で 先に r回勝った方が優勝するとき，n試合目でAが優勝する確率を求めるには（n 1）
目までにAが（ -1）回勝つ確率を「反復試行の確率」によっ め n試合目にAが勝つ確率と掛け合わせる。

が決まった時点で通算 て
ると，Aが 4勝 2敗となる

は間違い。こ ように計
ると，Aが 4試合目，5試
優勝を決めるケースが含ま
しまう。

   

 

  

  

 

 

        

    

  

  

解 答

解 説

1回の試合でAが Bに勝つ確率は 
1
3  であるから，Aが負ける確率は，

1
1
3 3
2

- =

6試合目でAが優勝するのは，
5試合目まででAが 3勝 2敗となり，
6試合目にAが勝つ

場合である。
5試合が終わったところでAが 3勝 2敗となる確率は，

C
3
1

3
2

10
27
1

9
4

5 3

3 2

# #=d dn n

  
40
243

=

また，6試合目にAが Bに勝つ確率は， 1
3

よって，求める確率は，
40 401
243 3 729
# = ……（答）

 にもあるように，「6試合のうち，Aが 4勝 2敗である」と「先に 4勝した方が優勝するとき，6試合目で A

が優勝する」との違いが理解できているかがポイントだ。Aが勝つことを○，負けることを×で表して，違いを考えてみ
よう。

前者は 6試合のうちAが 4回勝てばよいので， C
3
1

3
2

6 4

4 2

d dn n  として求められるが，このようにすると，○○○○××，

○○○×○×などの，5試合目まででAの優勝が決まる場合の確率も含まれてしまう。したがって，5試合目までと 6試合
目を分けて考え，5試合目までのうちAが 3回勝ち，6試合目にAが勝つとすればよい。

10 Aチームと Bチームが野球の試合を行い，先に 4勝した方が優勝となる。1回の試合でAが Bに勝つ確
率は 

1
3  で，引き分けはないものとするとき，6試合目でAが優勝する確率を求めよ。

回の試行で事象Aの起こる確率
を pとする。この試行を n回繰り
返すとき，事象Aがちょうど r回
起こる確率は，

C p qn r
r n r

（ただし，q=1-p）

反復試行の確率

先に r 回勝つ確率の求め方
A，Bの 2チームが行う試合で，先に r回勝った方が優勝するとき n試合目でAが優勝する確率を求めるには，（n-1）
試合目までにAが（r-1）回勝つ確率を「反復試行の確率」によって求め，n試合目にAが勝つ確率と掛け合わせる。

優勝が決まった時点で通算して
考えると，Aが 4勝 2敗となる
ので，

C
3
1

3
2

6 4

4 2

d dn n

としては間違い。このように計
算すると，Aが 4試合目 5試合
目で優勝を決めるケースが含ま
れてしまう。

   

 

  

  

 

 

        

    

 あるように 6試合のうち A 4勝 2敗である」と 先に 4勝した方が優勝するとき 6試合目で A

勝する との違いが理解できているかがポイ トだ A 勝つこと 負 ること ×で表して 違 を考えてみ

は 6試合のうちAが 4回勝てばよいので  と て められるが こ うにすると ○○××

○×○ などの 5試合目まででAの優勝が決まる場合の確率も含まれてしまう。し がって 試合目までと 6試合
分けて考え 5 合目までのうちAが 3回勝ち，6試合目にAが勝つとすればよい。

A ーム Bチーム 野球の試合を行い，先 4勝した方が優勝となる。1回の試合でA Bに勝つ確
  で，引 分けはないも とするとき 6 合目でA 優勝する確率を求めよ。

の試行で事象Aの起こる確率
する。この試行を n回繰り
とき，事象Aが ょうど r回
る確率は，

=1-p）

試行の確率

に r回勝つ確率の求め方
の 2チームが行う試合で 先に r回勝った方が優勝するとき，n試合目でAが優勝する確率を求めるには（n 1）
目までにAが（ -1）回勝つ確率を「反復試行の確率」によっ め n試合目にAが勝つ確率と掛け合わせる。

が決まった時点で通算 て
ると，Aが 4勝 2敗となる

は間違い。こ ように計
ると，Aが 4試合目，5試
優勝を決めるケースが含ま
しまう。

   

 

  

  

 

 

        

    

  

  

      



  

  

 

 

  

目

   

 

  

  

 

 

        

を げ
す を

    

 

 

  

解 答

解 説

⑴ 1回目の試行で赤玉の出る確率
⑵ 1回目に白玉が出たとき，2回目に赤玉の出る確率

⑴ 「箱 aから赤玉を取り出す」という事象を A，
「箱 bから赤玉を取り出す」という事象を Bとする。

Aが起こる確率は， ( )
2

P A
6
2

10
4

15
#= =

Bが起こる確率は， ( )P B
6 10

14 5
3

#= =

， は互いに排反なので，求める確率は， 2 1 7
15 3 15
+ = ……（答）

⑵ 「1回目に取り出した玉が白玉である」という事象を ，
「2回目に取り出した玉が赤玉である」という事象を Dとすると，
求める確率は ( )P DC である。そこで， ( )P C と ( )P C D+ を求める。
1回目が白玉，2回目が赤玉である事象C D+ は，次の 2通りの場合
がある。
（ i ）  1回目に箱 aから白玉を取り出し，2回目に箱 aか bから赤玉

を取り出す。
（ii）  1回目に箱 bから白玉を取り出し，2回目に箱 aか bから赤玉

を取り出す。

（ i ）の確率は，
3
1

10
6

3
1

9
4

3
2

10
5

135
13

# # # # =+d n

（ii）の確率は，
3
2

3
1

10
4

3
2

9
5

405
68

10
5

# # # #+ =d n

（ i ），（ii）は互いに排反なので， ( )P C D+ は，

( )
13 68 107

P C D
135 405 405

+ = + =

また，1回目が白玉となる確率 ( )P C は，⑴の余事象だから，

( )P C
5

1
1
7

15
8

= =-

よって，求める確率 ( )P DC は，

( )P D
P C
P C D

405
107

15
8

216
107

C
+

'= = =^
^

h
h ……（答）

⑵ は，「1回目に取り出した玉が白玉である」という事象をC，「2回目に取り出した玉が赤玉である」という事象をDとすると，条
件付き確率 ( )P DC  の計算だ。 ( )P DC  を計算するためには，まず ( )P C  と ( )P C D+  を考えればよい。

11 箱 aに赤玉 4個と白玉 6個，箱 bに赤玉 5個と白玉 5個が入っている。さいころを投げて，1，2のいずれかが出
れば箱 aから，3，4，5，6のいずれかが出れば箱 bから，玉を 1個取り出す。この試行を 2回行うとき，次の確率
を求めよ。ただし，玉はもとに戻さないものとする。

事象Aが起こったときに事象 B
が起こる条件付き確率は，

( )
( )
( )

P B
P A B
P A

A
+

=

条件付き確率

条件付き確率の求め方
条件付き確率 ( )P BA を求めるには，Aが起こる確率 ( )P A と，A B+  が起こる確率 ( )P A B+  を求め，

条件付き確率の公式 ( )
( )
( )

P B
P A B
P A

A

+
= を用いる。

さいころを投げて，1，2の目が出て，
箱 aから赤玉を取り出す確率。

さいころを投げて，3，4，5，6の目が
出て，箱 bから赤玉を取り出す確率。

( )×(  ＋ )2回目に箱 bから
赤玉を取り出す。

2回目に箱 aから
赤玉を取り出す。

1回目に箱 aから
白玉を取り出す。

( )×(  ＋ )2回目に箱 bから
赤玉を取り出す。

2回目に箱 aから
赤玉を取り出す。

1回目に箱 bから
白玉を取り出す。

a b

a b

1
3

-
2
3

-

1回目

場
合
の
数
と
確
率

場合の数と確率−20

  

  

 

 

  

   

 

  

  

 

 

        

    

 

 

  

解 答

解 説

⑴ 1回目の試行で赤玉の出る確率
⑵ 1回目に白玉が出たとき，2回目に赤玉の出る確率

⑴ 「箱 aから赤玉を取り出す」という事象を A，
「箱 bから赤玉を取り出す」という事象を Bとする。

Aが起こる確率は， ( )
2

P A
6
2

10
4

15
#= =

Bが起こる確率は， ( )P B
6 10

14 5
3

#= =

A，Bは互いに排反なので，求める確率は， 2 1 7
15 3 15
+ = ……（答）

⑵ 「1回目に取り出した玉が白玉である」という事象を C，
「2回目に取り出した玉が赤玉である」という事象を Dとすると，
求める確率は ( )P DC である。そこで， ( )P C と ( )P C D+ を求める。
1回目が白玉，2回目が赤玉である事象C D+ は，次の 2通りの場合
がある。
（ i ）  1回目に箱 aから白玉を取り出し，2回目に箱 aか bから赤玉

を取り出す。
（ii）  1回目に箱 bから白玉を取り出し，2回目に箱 aか bから赤玉

を取り出す。

（ i ）の確率は，
3
1

10
6

3
1

9
4

3
2

10
5

135
13

# # # # =+d n

（ii）の確率は，
3
2

3
1

10
4

3
2

9
5

405
68

10
5

# # # #+ =d n

（ i ），（ii）は互いに排反なので， ( )P C D+ は，

( )
13 68 107

P C D
135 405 405

+ = + =

また，1回目が白玉となる確率 ( )P C は，⑴の余事象だから，

( )P C
5

1
1
7

15
8

= =-

よって，求める確率 ( )P DC は，

( )P D
P C
P C D

405
107

15
8

216
107

C
+

'= = =^
^

h
h ……（答）

⑵ は，「1回目に取り出した玉が白玉である」という事象をC，「2回目に取り出した玉が赤玉である」という事象をDとすると，条
件付き確率 ( )P DC  の計算だ。 ( )P DC  を計算するためには，まず ( )P C  と ( )P C D+  を考えればよい。

11 箱 aに赤玉 4個と白玉 6個，箱 bに赤玉 5個と白玉 5個が入っている。さいころを投げて，1，2のいずれかが出
れば箱 aから，3，4，5，6のいずれかが出れば箱 bから，玉を 1個取り出す。この試行を 2回行うとき，次の確率
を求めよ。ただし，玉はもとに戻さないものとする。

事象Aが起こったときに事象 B
が起こる条件付き確率は，

( )
( )
( )

P B
P A B
P A

A
+

=

条件付き確率

条件付き確率の求め方
条件付き確率 ( )P BA を求めるには，Aが起こる確率 ( )P A と，A B+  が起こる確率 ( )P A B+  を求め，

条件付き確率の公式 ( )
( )
( )

P B
P A B
P A

A

+
= を用いる。

さいころを投げて，1，2の目が出て，
箱 aから赤玉を取り出す確率。

さいころを投げて，3，4，5，6の目が
出て，箱 bから赤玉を取り出す確率。

( )×(  ＋ )2回目に箱 bから
赤玉を取り出す。

2回目に箱 aから
赤玉を取り出す。

1回目に箱 aから
白玉を取り出す。

( )×(  ＋ )2回目に箱 bから
赤玉を取り出す。

2回目に箱 aから
赤玉を取り出す。

1回目に箱 bから
白玉を取り出す。

a b

a b

1
3

-
2
3

-

1回目

      


